
『世界で活躍』 
 東海村在住で、東海美術連盟の会員でもあります銅版画家の蒲原康子さんがこの度
UAE(アラブ⾸⻑国連邦)のドバイにて開催（１０月に開催）されました国際ア−トフェ
ア『ワ−ルド・ア−ト・ドバイ』においてその展⽰会場の『ジャパン・ゾ−ン』に今年
の出展作家として選出されました。このア−トフェアは中東のほか、欧州やアジアなど
を含む約３０か国から約２千点もの現代作品が出品されます。 

蒲原さんは今回選ばれたことの喜びをこう話しています。『選ばれてうれしい。自分の
表現が世界でどのように受けとめられるのか見定めてきたい』 
 今回出品されました蒲原さんの銅版画の作品は『かけがいのないもの』という表題の
シリ−ズ５点など計６点が展⽰されました。 
蒲原さんは制作のコンセプトについて『作品の前に立つだけで、心が満たされていくよ
うなオ−ラを放つ』ことなどを挙げています。 

そして今後については『いずれはフランスで作品を発表したいという気持ちがあるが、
今回はあえて文化的に未知である中東を選び、自分の存在を見てもらう。海外に自分が
適用するのかを知りたい』ことなどを挙げています。さらに蒲原さんは、絵画などより
銅版画にひかれた理由について『刷り上がりのわくわく感。いいものが出来たときの喜
びが深い』と話しています。 
 国内では春陽展、県芸術祭展に入選歴があります。 

今年の県展においても入選しましたので毎年１月（予定）の東海村ステ−ションギャ
ラリ-において県展入選者の『東海村の作家展』開催の折には蒲原さんの作品をじかに見
ることが出来ると思います。 
 ますますのご活躍をお祈りしますと共に応援致します。 


